
記念講演

京都試作ネットの｢学び｣から生まれた     株式会社クロスエフェクト

『いのちを救うプロジェクト』         社長 竹田正俊

プロフィール

1973年京都市生まれ。1996年立命館大学卒業後、米国カリフォルニア州に

留学、2000年クロスエフェクト創業。2001年株式会社クロスエフェクト法人設立に伴い代表取締

役に就任、2006 年京都試作ネット副代表理事、2011 年京都試作ネット代表理事就任。2011 年精

密臓器シュミレータ開発を主とした株式会社クロスメディカルを設立し、代表取締役に就任。その

他、大阪大学非常勤講師、公益財団法人京都産業 21理事なども勤め現在にいたる。

我々のミッション…（株）クロスエフェクト社HPより抜粋

『開発者を徹底的にサポートし、期待を越える試作品をどこよりも早く提供する。』

～世界最速の開発支援企業を目指して～

私たちクロスエフェクトは、お客様に提供できる最大価値とは何かを常に考えてもの

づくりに励んでいます。特に開発工程の短縮化、いわゆる「時短」と言う価値をお客様

に買って頂いていると言う意識を社員全員が持ち、世界最速の開発支援企業を目指して

います。

現在、日本のものづくりは激変の時代を迎えています。このような時代だからこそよ

り一層お客様の声に耳を傾け、そこから新しい方向性を見出していく必要があると考え

ます。『お客様の望むカタチを具現化出来る世界最速の工法。』このように常に時間を意

識したご提案をお客様に提供し、社員全員が開発者視点にたって考えること。これこそ

が私たちに与えられた使命でもあります。

これからの時代、開発工程での「高速試作」は卓越した高度なものづくり技術が必要

です。3D デジタルエンジニアリングのフロントランナーとして、お客様をリードし常に

期待を超える試作品をどこよりも速く提供し続ける事を約束します。このような開発試

作品製作を通じて、私たちは大切なお客様と共に「輝き続けられる企業」へと成長して

いきたいと思っています。
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